
 

「実用発電用原子炉の安全性向上評価の継続的な改善に係る会合」

における意見交換の結果（報告） 

 

令和３年６月９日 

原 子 力 規 制 庁 

 

１．安全性向上評価届出について 

 発電用原子炉設置者は、原子炉等規制法第４３条の３の２９に基づき、発電用

原子炉施設における安全性の向上を図るため、当該発電用原子炉施設の安全性

について、自ら評価を行い、評価の結果を原子力規制委員会に届け出るとともに、

自ら公表を行っている。（安全性向上評価届出の提出実績は添付「参考資料１」

のとおり） 

 

２．公開会合での意見交換の結果について 

 原子力規制庁では、安全性向上評価の最初の届出があって以降、「実用発電用

原子炉の安全性向上評価の継続的な改善に係る会合」（以下「公開会合」）を開催

*している。 

今般、特定重大事故等対処施設の供用開始に伴い、当該施設を含めた評価の結

果の届出がなされる予定であることから、令和２年（２０２０年）１２月２２日

及び令和３年（２０２１年）３月１８日に公開会合を開催し、関西電力株式会社、

四国電力株式会社及び九州電力株式会社と安全性向上評価における確率論的リ

スク評価（ＰＲＡ）、被ばく評価、安全裕度評価（ストレステスト）、特定重大事

故等対処施設の扱い等の事項について、継続的な改善に向けた意見交換を行っ

たので、その結果を「別添資料」のとおり報告する。 

 
 
  

                                                   
＊今回を含めこれまで８回の公開会合を開催。第５回までの会合での議論を踏まえ、平成３０

年（２０１８年）１月１７日原子力規制委員会に安全性向上評価届出に係る改善事項を報告

している。 

資料５ 
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安全性向上評価届出の状況（２０２１年５月現在） 

 

 

関西電力 

 高浜発電所３号炉  第１回届出 ２０１８年１月１０日 

           第２回届出 ２０１９年６月１０日 

 

 高浜発電所４号炉  第１回届出 ２０１９年３月２９日 

           第２回届出 ２０２０年８月２７日 

 

 大飯発電所３号炉  第１回届出 ２０２０年１月２４日 

 

 大飯発電所４号炉  第１回届出 ２０２０年４月１３日 

 

 

 

四国電力 

 伊方発電所３号炉  第１回届出 ２０１９年５月２４日 

 

 

 

九州電力 

 川内発電所１号炉  第１回届出 ２０１７年７月６日 

           第２回届出 ２０１９年１月７日 

           第３回届出 ２０２０年５月１１日 

 

 川内発電所２号炉  第１回届出 ２０１７年９月２５日 

           第２回届出 ２０１９年３月２８日 

           第３回届出 ２０２０年７月２２日 

 

 玄海発電所３号炉  第１回届出 ２０２０年２月２０日 

 

 玄海発電所４号炉  第１回届出 ２０２０年５月２０日 

 
 

参考資料１ 
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発
電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の
評
価

届
出
の
内
容

①
安
全
規
制
に
よ
っ
て
法
令
へ
の
適
合
性
が
確
認
さ
れ
た
範
囲

・
設
置
許
可
申
請
書
等
の
記
載
内
容
に
基
づ
く
設
計
に
関
す
る
最
新
状
態
の
説
明

・
保
安
規
定
に
基
づ
く
保
安
措
置
に
関
す
る
最
新
状
態
の
説
明

等

②
安
全
性
の
向
上
の
た
め
自
主
的
に
講
じ
た
措
置

・
自
主
的
な
取
組
に
よ
る
安
全
性
の
向
上
・
効
果
に
関
す
る
説
明

③
安
全
性
の
向
上
の
た
め
に
自
主
的
に
講
じ
た
措
置
の
調
査
及
び
分
析

③
-
1
安
全
性
向
上
に
係
る
活
動
の
実
施
状
況
の
評
価
［
５
年
ご
と
に
改
訂
］

・
内
部
事
象
及
び
外
部
事
象
の
再
評
価
、
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
（
P
R
A
）
、
安
全
裕
度
評
価
（
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
）
等

③
-
2
安
全
性
向
上
に
係
る
活
動
の
実
施
状
況
に
関
す
る
中
長
期
的
な
評
価
［
１
０
年
ご
と
に
改
訂
］

・
プ
ラ
ン
ト
設
計
、
安
全
実
績
、
他
プ
ラ
ン
ト
等
の
知
見
の
活
用
、
組
織
等
（
定
期
安
全
レ
ビ
ュ
ー
（
P
S
R
）
に
相
当
）

④
総
合
的
な
評
定

制
度
概
要

○
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
の
規
定
※
に
よ
り
、
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
施
設
の
安
全
性
向
上
に

資
す
る
設
備
の
設
置
等
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
責
務
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
責
務
を
果
た
す
た
め
の
取
組
の
実
施
状
況
及
び

有
効
性
に
つ
い
て
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
調
査
・
評
価
し
た
も
の
が
安
全
性
向
上
評
価
。

○
本
評
価
の
実
施
及
び
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
原
子
力
安
全
の
取
組
の
継
続
的
な
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

○
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
施
設
定
期
検
査
終
了
後
（
た
だ
し
、
法
施
行
後
の
初
回
は
、
運
転
の
開
始
後
最
初
に
行
わ
れ
る

施
設
定
期
検
査
終
了
後
）
6
ヶ
月
以
内
に
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
届
出
。

○
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
評
価
結
果
を
届
け
出
た
場
合
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
。

＜
目
的
＞

＜
実
施
方
法
＞

※
原
子
炉
等
規
制
法
第
5
7
条
の
９

参
考
１

6
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「
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
安
全
性
向
上
評
価
の
継
続
的
な
改
善
に

係
る
会
合
」
に
お
け
る
意
見
交
換
の
概
要

令
和
３
年
６
月

原
子
力
規
制
庁

別
添
資
料
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意
見
交
換
を
行
っ
た
事
項

（
１
）
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
（Ｐ
Ｒ
Ａ
）

（
２
）
被
ば
く
評
価

（
３
）
安
全
裕
度
評
価
（
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
）

（
４
）
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
扱
い

1
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確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）
①

①
事
業
者
へ
の
説
明
依
頼
事
項

確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
設
備
や
手
順
の
改
善
対
策
等
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
炉
心
損
傷
頻
度
（
Ｃ
Ｄ
Ｆ
）
等
が
改
善
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
例
を
次
回
具
体
的
に
説
明
し
て
欲
し
い

③
会
合
で
の
議
論
等

（
規
制
庁
質
問
等
）他
社
の
安
全
性
向
上
評
価
で
の
改
善
事
例
を
、
自
社
へ
反
映
が
必
要
か
ど
う
か
検
討
す
る
ス
キ
ー
ム
は
あ
る
か

（
事
業
者
回
答
）
自
社
へ
反
映
す
る
必
要
が
あ
る
か
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
明
示
的
な
ス
キ
ー
ム
と
は
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
届
出
書
へ
の

記
載
を
含
め
検
討
し
た
い

②
事
業
者
の
説
明

具
体
的
な
事
例
（
メ
タ
ク
ラ
・
デ
ジ
タ
ル
化
（
九
電
）
、

RC
Pシ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
シ
ー
ル
導
入
（
関
電
）
、

CC
W
ポ
ン
プ
待
機
除
外
時
の
補
機
冷
負

荷
制
限
運
用
整
備
（
四
電
）
、
重
要
シ
ナ
リ
オ
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
強
化
（
各
社
）
等
）
を
説
明

メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
開
閉
装
置
保
護
継
電
器
の

デ
ジ
タ
ル
化
（
九
電
）

※
第
８
回
会
合
資
料
１
－
１
（
抜
粋
）

※
第
８
回
会
合
資
料
１
－
２
（
抜
粋
）

※
第
８
回
会
合
資
料
１
－
３
（
抜
粋
）

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
装
置
全
体
の
フ
ラ
ジ
リ
テ
ィ
が

改
善
、
地
震

PR
Aの

CD
F,C

FF
等
が
低
減

Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
シ
ー
ル
の
導
入
（
関
電
）

Ｃ
Ｃ
Ｗ
ポ
ン
プ
待
機
除
外
時
の
運
用
整
備
（
四
電
）

原
子
炉
補
機
冷
却
系
喪
失
時
に
シ
ー
ル
水
が
停
止
し
た
場

合
に
自
動
作
動
し
、
シ
ー
ル
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
を
防
止
。

CD
F等
低
減
。

CC
W
ポ
ン
プ
１
台
待
機
除
外
時
に
、
運
転
ポ
ン
プ
が
過
負
荷

ト
リ
ッ
プ
し
な
い
よ
う
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
負
荷
を
制
限

す
る
運
用
を
整
備
。

CD
F低
減
。

2
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確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）
②

①
事
業
者
へ
の
説
明
依
頼
事
項

ハ
ザ
ー
ド
・
フ
ラ
ジ
リ
テ
ィ
評
価
の
高
度
化
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｃ
（
※
）
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
及
び
確
立
後
の
手
法
の
見
直
し
の
考
え
方
等
の
地
震
Ｐ
Ｒ
Ａ
・

津
波
Ｐ
Ｒ
Ａ
評
価
手
法
の
改
善
の
具
体
的
な
計
画
及
び
内
容
を
説
明
し
て
欲
し
い

③
会
合
で
の
議
論
等

（
規
制
庁
質
問
等
）フ
ラ
ジ
リ
テ
ィ
評
価
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
内
容
・達
成
時
期
が
不
明
で
あ
り
、
学
会
な
ど
の
別
の
場
で
原

子
力
規
制
庁
の
専
門
家
を
交
え
意
見
交
換
し
た
い

（
事
業
者
回
答
）
フ
ラ
ジ
リ
テ
ィ
研
究
の
意
見
交
換
、
成
果
の
公
表
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
き
た
い

②
事
業
者
の
説
明

ハ
ザ
ー
ド
・
フ
ラ
ジ
リ
テ
ィ
評
価
の
高
度
化
等
の
計
画
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

（
例
え
ば
、
よ
り
現
実
的
な
地
震
フ
ラ
ジ
リ
テ
ィ
評
価
に
資
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
が
有
す
る
加
振
台
を
利
用
し
た
加
振
試
験
に
よ
る
デ
ー
タ

拡
充
を
図
っ
て
い
る
）

Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
（
原
子
力
リ
ス
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、
伊
方
発
電
所
で
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｃ
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
を
踏
ま
え
た
確
率
論
的
地
震
動

ハ
ザ
ー
ド
評
価
の
実
務
ガ
イ
ド
を
作
成
し
試
検
討
を
実
施
予
定
。
そ
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
各
プ
ラ
ン
ト
で
対
応
し
て
い
く
（九
電
・
関
電
）

（
「
今
後
の
改
善
計
画
」
（
九
州
電
力
の
例
）
＝
＞
次
ペ
ー
ジ
）

※
SS

HA
C:

 地
震
ハ
ザ
ー
ド
解
析
専
門
委
員
会

( S
en

io
r S

ei
sm

ic 
Ha

za
rd

 A
na

lys
is 

Co
m

m
itt

ee
) 3
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確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）
②

※
第
８
回
会
合
資
料
１
－
１
（
抜
粋
）

4
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確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）
③

①
事
業
者
へ
の
説
明
依
頼
事
項

レ
ベ
ル
３
Ｐ
Ｒ
Ａ
を
安
全
性
向
上
評
価
届
出
で
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
考
え
を
聞
か
せ
て
欲
し
い

②
事
業
者
の
説
明

レ
ベ
ル
３
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
自
治
体
の
防
災
業
務
計
画
を
踏
ま
え
た
避
難
等
の
オ
フ
サ
イ
ト
に
係
る
条
件
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
、
自
主
的
安
全
性
向
上
の
取
組
を
超
え
て
お
り
、
安
全
性
向
上
評
価
と
は
別
の
枠
組
み
で
検
討
が
適
当
と
考
え
る

評
価
手
法
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
（
原
子
力
リ
ス
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、
国
内
で
想
定
さ
れ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
等
の
調
査
、
適

用
性
の
検
討
等
の
研
究
が
継
続
的
に
進
め
ら
れ
る
計
画
で
あ
る

5
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確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）
④

①
事
業
者
へ
の
説
明
依
頼
事
項

炉
心
損
傷
後
の
条
件
付
格
納
容
器
機
能
喪
失
確
率
（Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）
を
定
義
・
分
析
・評
価
す
る
こ
と
は
、
更
な
る
安
全
性
向
上
策
を
検
討
す
る

上
で
も
有
効
な
手
段
と
考
え
る
が
、
事
業
者
の
考
え
を
聞
か
せ
て
欲
し
い

③
会
合
で
の
議
論
等

（
規
制
庁
質
問
等
）関
西
電
力
で
は
条
件
付
炉
心
損
傷
確
率
（

CC
DP
）
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
と
し
て
お
り
、
低
頻
度
高
影
響
事
象
の
考
察
の

た
め
に
は

CC
DP
は
一
つ
の
有
効
な
指
標
と
考
え
る
が
、
他
社
は

CC
DP
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

（
九
電
、
四
電
回
答
）
安
全
性
向
上
の
た
め
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
考
察
し
た
い

②
事
業
者
の
説
明

炉
心
損
傷
頻
度
（
Ｃ
Ｄ
Ｆ
）
や
格
納
容
器
機
能
喪
失
頻
度
（
Ｃ
Ｆ
Ｆ
）
な
ど
プ
ラ
ン
ト
リ
ス
ク
に
直
接
的
に
寄
与
の
大
き
い
シ
ナ
リ
オ
を
把
握
し
、

リ
ス
ク
低
減
の
た
め
に
優
先
的
に
対
応
検
討
す
べ
き
も
の
を
抽
出

（
「

PR
A結
果
の
分
析
」
（四
国
電
力
の
例
）
＝
＞
次
ペ
ー
ジ
）

炉
心
損
傷
後
の
条
件
付
格
納
容
器
機
能
喪
失
確
率
（Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）
を
評
価
・
分
析
す
る
こ
と
は
、
格
納
容
器
機
能
喪
失
防
止
対
策
の
効
果
を

考
察
す
る
上
で
有
効
。
届
出
書
の
記
載
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い

（
「

PR
A結
果
の
分
析
」
（関
西
電
力
の
例
）
＝
＞
次
ペ
ー
ジ
）

6
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確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価
（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）
④

※
第
８
回
会
合
資
料
１
－
３

（
四
国
電
力
資
料
抜
粋
）

※
第
８
回
会
合
資
料
１
－
２
（
関
西
電
力
資
料
抜
粋
）

7
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被
ば
く
評
価

①
事
業
者
へ
の
説
明
依
頼
事
項

被
ば
く
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
、
核
種
毎
の
放
出
タ
イ
ミ
ン
グ
、
放
出
量
、
線
量
へ
の
寄
与
を
届
出
書
へ
具
体
的
に
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

事
業
者
の
考
え
を
聞
か
せ
て
欲
し
い

③
会
合
で
の
議
論
等

（
規
制
庁
質
問
等
）希
ガ
ス
、
よ
う
素
、
セ
シ
ウ
ム
等
の
主
要
核
種
に
つ
い
て
、
そ
の
線
量
へ
の
寄
与
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
、
プ
ラ
ン
ト
や
事

象
の
特
徴
を
理
解
す
る
上
で
も
有
用
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
ソ
ー
ス
タ
ー
ム
に
つ
い
て
は
核
種
毎
に
示
し
て
お
り
、
届
出
書
の
わ
か
り
や
す
さ
の
観
点
か
ら
も
、
線
量
評
価
結
果
に
つ
い
て
も
核
種
グ

ル
ー
プ
毎
で
示
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
九
電
回
答
）
線
量
へ
の
寄
与
が
大
き
い
核
種
に
つ
い
て
は
、
上
位
５
核
種
な
ど
を
今
後
の
届
出
で
示
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

②
事
業
者
の
説
明

安
全
性
向
上
評
価
に
お
け
る
被
ば
く
評
価
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
・
信
頼
性
向
上
対
策
の
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
敷
地

境
界
で
の
被
ば
く
線
量
を
評
価
し
届
出
に
記
載
し
て
い
る

被
ば
く
線
量
結
果
を
基
に
有
効
な
防
護
措
置
を
考
察
す
る
上
で
、
特
定
の
核
種
に
特
化
し
た
有
効
な
防
護
措
置
は
な
く
、
現
在
届
出
書
に

記
載
し
て
い
る
被
ば
く
経
路
毎
の
線
量
寄
与
（
内
部
被
ば
く
・外
部
被
ば
く
）
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
核
種
毎
の
放
出
タ
イ
ミ

ン
グ
、
放
出
量
、
線
量
へ
の
寄
与
の
重
要
性
は
高
く
な
い

（
「
被
ば
く
評
価
の
結
果
」
（
関
西
電
力
の
例
）
＝
＞
次
ペ
ー
ジ
）

8
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被
ば
く
評
価

※
第
８
回
会
合
資
料
１
－
２
（
抜
粋
）

9
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安
全
裕
度
評
価
（
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
）

①
事
業
者
へ
の
説
明
依
頼
事
項

津
波
ク
リ
フ
エ
ッ
ジ
の
評
価
に
お
い
て
、
建
屋
の
シ
ー
ル
部
を
超
え
た
時
点
で
一
律
に
水
没
す
る
と
し
て
い
る
が
、
今
後
い
ず
れ
か
の
時
点

で
よ
り
現
実
的
な
評
価
（
具
体
的
な
浸
水
区
画
を
考
慮
す
る
等
の
評
価
）
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
事
業
者
の
考
え
を
聞
か
せ
て
欲
し
い

③
会
合
で
の
議
論
等

（
規
制
庁
質
問
等
）想
定
外
の
事
象
に
対
す
る
プ
ラ
ン
ト
の
脆
弱
性
を
特
定
す
る
と
い
う
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
目
的
を
達
成
で
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か

（
四
電
回
答
）
プ
ラ
ン
ト
の
浸
水
に
対
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
手
法
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
た
い

②
事
業
者
の
説
明

津
波
の
浸
水
評
価
に
つ
い
て
は
評
価
の
不
確
実
性
が
大
き
く
、
建
屋
シ
ー
ル
高
さ
と
し
て
い
る
ク
リ
フ
エ
ッ
ジ
を
超
え
る
津
波
は
低
頻
度
で

あ
る
た
め
、
詳
細
な
評
価
を
行
う
優
先
度
は
低
い

最
新
知
見
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
よ
り
現
実
的
な
評
価
手
法
が
開
発
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
を
検
討
す
る

※
第
７
回
会
合
資
料
１
－
１
（
抜
粋
）

10
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特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
扱
い
①

①
事
業
者
へ
の
説
明
依
頼
事
項

特
重
施
設
導
入
後
の
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
お
い
て
、
重
大
事
故
等
へ
の
対
応
に
特
重
施
設
を
活
用
す
る
場
合
の
イ
ベ
ン
ト
ツ
リ
ー
設
定
等
の
考
え
方

を
説
明
し
て
欲
し
い

※
第
８
回
会
合
資
料
１
－
１
（
抜
粋
）

11

②
事
業
者
の
説
明

次
回
届
出
で
は
、
特
重
施
設
の
主
た
る
機
能
で
あ
る
格
納
容
器
破
損
防
止
機
能
に
着
目
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
リ
ス
ク
低
減
効

果
を
確
認
す
る
（
イ
ベ
ン
ト
ツ
リ
ー

/フ
ォ
ー
ル
ト
ツ
リ
ー
へ
の
追
加
）

特
重
施
設
を
重
大
事
故
（
Ｓ
Ａ
）
対
策
と
し
て
活
用
す
る
場
合
の
評
価
は
次
々
回
以
降
に
評
価
を
実
施
す
る

③
会
合
で
の
議
論
等

（
規
制
庁
質
問
等
）航
空
機
衝
突
時
に
Ｄ
Ｂ
／
Ｓ
Ａ
設
備
が
使
え
な
い
と
い
う
条
件
の
下
で
、
特
重
施
設
の
シ
ス
テ
ム
信
頼
性
評
価
が
必
要

で
な
い
か

（
事
業
者
回
答
）
特
重
施
設
の
シ
ス
テ
ム
信
頼
性
を
ど
の
よ
う
に
示
せ
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い

- 16 -



特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
扱
い
②

①
事
業
者
へ
の
説
明
依
頼
事
項

地
震
時
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
特
重
施
設
の
系
統
毎
（
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
、
下
部
炉
心
注
水
等
）
に
頑
健
性
を
把
握
、
確
認
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
事
業
者
の
考
え
を
聞
か
せ
て
欲
し
い

②
事
業
者
の
説
明

イ
ベ
ン
ト
ツ
リ
ー
に
特
重
施
設
を
用
い
た
緩
和
操
作
を
追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
毎
の

HC
LP

F（
※
）
を
示
す
こ
と
で
把
握
、
確
認
す
る

※
Hi

gh
 C

on
fid

en
ce

 o
f L

ow
 P

ro
ba

bi
lit

y 
of

 Fa
ilu

re
（
高
信
頼
度
低
損
傷
確
率
）
の
略
。
フ
ラ
ジ
リ
テ
ィ
評
価
の

95
%
信
頼
度
に
お
け
る

5%
損
傷
確
率
に
相
当
す
る
地
震
加
速
度
レ

ベ
ル
（

G）
を
指
し
、
当
該
加
速
度
で
機
器
が
損
傷
す
る
も
の
と
し
て
評
価

※
第
８
回
会
合
資
料
１
－
１
（
抜
粋
）

12
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